
２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題(左記の理由） 具体的な改善策・向上策

学校
運営

○教職員の資質向上
言語活動の充実に向け
た指導・支援を行うこ
とができたか。

・生徒が図や文章をかいて説明
したり、発表という形で説明し
たりする活動を位置付けた単元
（授業）を構想し、実践する。

・説明のモデルを生徒に示した
り、ワークシートを工夫したり
する。
・説明がうまうできない生徒に
対し、どうすればできるように
なるかを具体的に助言する。

Ｂ

・すべての教師が研究授業を行い、その
中で、グループ活動を中心に、自分の考
えを互いに説明し合う場面を意図的に仕
組むことができた。授業では、生徒が慣
れないながらも一生懸命説明しようとす
る姿が見られた。
・年間を通して計画的に実施することは
できなかった。

・各教科の年間計画を見直し、計画的に
授業を行う。
・ワークシートの工夫だけでなく、ノー
ト指導についても行っていく。

Ｂ
・すべての教師が研究授業を行っている
が、年間を通した計画的な実施が望まれ
る。

教育
活動

●ＩＣＴ利活用教育
　の推進

電子黒板の利用率は上
がったか。

・電子黒板等を利用した授業づ
くりに努め、稼働率６５％を上
回る。
・目的に応じた機器の利用につ
いて研究を行う。

・電子黒板の操作・活用につい
て、全職員で研修会を実施す
る。
・希望者による小規模の研修会
を実施し、活用力の向上を図
る。
・公開授業等の学習指導案作成
時から、機器を利用する目的を
明確にして、効果的な利用とな
るように検証・改善を行う。

Ｂ

・年度当初に電子黒板の操作・活用につ
いて、全体で研修会を実施した。また、
新たにパソコン室に導入されたタブレッ
トＰＣについても、外部から講師を招い
て研修会を実施した。
・電子黒板の利用率は、67.9％であり、
目標を上回った。また、電子黒板を利用
しなかった授業においても、その他のＩ
ＣＴ機器の利用は行われており、教師が
授業の内容と目的に合わせ、利用する機
器を選択していることが分かった。
・公開授業においては、学習指導案に機
器をどのような場面でどのように利用す
るかを明記し、学習の効果を検証した。

・教師が学習効果を高めるために、利用
する機器を選択する段階に進んでいるた
め、ＩＣＴ利活用教育の推進の評価につ
いては、電子黒板の利用率に限らずに新
たな評価の観点を検討する。
・新しく導入されたタブレットＰＣにつ
いて、効果的な利用を模索する。

Ｂ

・外部からの講師を招いて研修会をされ
ており、今後も実施していただきたい。
・教師がＩＣＴ機器をどのように利用し
ているかが分かった段階であり、効果的
な利用についての検証を期待する。
・先生方間の研修会も実施し、電子黒板
及びＩＣＴ機器の利用に努力されている
ことに、授業に熱心に向き合われている
姿を評価したい。

教育
活動

●学力向上
家庭学習習慣の定着率
は高まったか。

・全校で取り組んでいる自学
ノートの提出率が９０％以上に
なるようにする。
・家庭学習時間１時間以上が８
０％以上になるようにする。
・学習内容の定着度の向上を図
る。
・学習状況調査においては、各
学年・各教科の向上を目指す。

・自学学習の方法や課題の選び
方について教え、実施状況を点
検し、家庭学習の習慣化を図っ
ていく。
・定着度の確認を行い、不十分
な場合は反復学習や補充指導等
により、定着を図る。
・ＰＤＣＡのサイクルを機能さ
せて、検証･改善に努めていく。

Ｂ

・全学年で自学ノートを確実に提出する
ことができた。生徒会と協働し、良い
ノートを示したり、教師がコメントを加
えたりすることで、定着率が高まった。
また、自主学習の方法や課題の選び方を
示すことで、ノートの使い方や家庭学習
の内容も向上した。
・生徒個々の能力に応じて基礎的あるい
は発展的な学習課題を与えることで、家
庭学習の内容を高める必要がある。

・教師が学習課題を与えるだけにとどま
らず、生徒自身に自分の学力や課題につ
いて振り返りをさせたい。その過程で自
ら家庭学習の内容を検討させることで学
力向上を図る。

Ｂ

・生徒個々の能力に応じた学習課題を与
え、家庭学習の内容を高めるよう努力し
ていただきたい。
・成果以上に熱心な指導体系がうかがえ
る。

学校関係者評価委員会から

評価及び意見や提言など

平成２６年度　吉野ヶ里町立東脊振中学校　学校評価結果

１　学校教育目標

　　自主的に学び合う生徒の育成

①　ＩＣＴ利活用による魅力ある授業実践と学習内容の定着によ
り学力の向上を図る。
②　生徒理解の促進による開発的な生徒指導の充実を図り、「出
番・承認・称賛」により自己肯定感を高める。
③　小中連携教育の積極的な実践・研究の推進に努める。
④　生徒の個性と能力を伸ばす部活動の推進に努める。

３　目標・評価

①　ＩＣＴ利活用と学力向上

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である



教育
活動

●学力向上
朝学習、家庭学習の取
組で基礎学力は身に付
いたか。

・朝学習で、学習の基礎・基本
の定着を図る。
・学習状況調査において県平均
以上を目指す。

・学年ごとに朝学習の課題を準
備し、計画・実施する。
・自主学習の進め方について指
導し、課題を与えて実施状況を
点検しながら家庭学習の習慣化
を図る。
・反復学習や補充指導等によ
り、学習の基礎・基本の定着を
図る。

Ｂ

・全学年で、基礎・基本の内容を中心
に、計画的に朝自習や学習会に取り組む
ことができた。
・全学年、自主学習ノートの取組を行
い、家庭学習の習慣化を図ることができ
た。１年生では、自主学習ノートの進め
方についての指導を行い、やり方を統一
させて取り組ませることができた。２、
３年生は個別指導を中心に行い、内容の
充実と習慣化を図った。
・朝自習や学習会において、小テスト等
を繰り返し実施し、基礎・基本の内容の
定着を図ることができた。
・学習状況調査においては、県平均に届
かなかった教科が数教科あるが、１２月
と４月を比較すると、県平均との差が縮
まっている。

・学校や家庭での取組の習慣化ととも
に、学習支援員の活用も含め、個々の学
力に応じた取組や指導を行う。各学年の
実態に応じた対応が求められるが、学校
として、各学年の求められる生徒像を意
識した、系統的な取組を行っていく。

Ｂ

・朝自習で小テストなどを実施して、基
本の内容の定着を図るよう今後もお願い
したい。
・学力を県平均に近づけようとされてい
るが、まだ差が縮まったと言える程度で
ある。

教育
活動

●学力向上
読書量が増え、読書の
幅は広がったか。

・学年、教科との連携を図る。
・図書資料の充実と環境づくり
に努める。
・１人１か月に３冊貸出、年間
８，０００冊の貸出をする。

・学年・教科と連携し、図書に
関する情報発信の機会を増や
す。
・生徒が親しみやすく、利用し
やすい環境づくりに努める。
・委員会と協力し、定期的なイ
ベントを開催する。

Ｂ

・定期的な図書資料の情報発信を行うこ
とができた。
・全ての教科とまではいかなかったが学
年、教科と連携し図書資料を活用でき
た。
・委員会の活動と連携し、読書の幅を広
げる活動ができた。例年貸出のない本の
貸出が増えたことが良かった。また、学
校行事での情報発信や季節に応じた過ご
しやすい環境づくりにも力を入れること
ができた。
・１２月時点での貸出冊数が４９８９冊
である。１人2.6冊の貸出ができた。現時
点では目標に到達していないが、長編小
説の貸出が増加し、質のよい読書ができ
始めている。

・引き続き定期的な図書資料の情報発
信、委員会の活動と連携したイベントや
過ごしやすい環境整備に力を入れる。
・長編小説など活字の多い本の貸出が増
加傾向にある。個人貸出冊数の増加はあ
まり期待できないが、読書の質を高める
機会にある。今後、読書の質を高める活
動を行いより本から学び、本に親しむこ
とのできる生徒を育成する。

Ｂ

・委員会と連携し、読書の幅を広げ、例
年貸出のない本の貸し出しが増加する傾
向なので、連携を強化してほしい。
・目標貸出冊数に達していない。読書に
より生徒が得るものの具体性が見えな
い。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題(左記の理由） 具体的な改善策・向上策

教育
活動

●いじめの問題への
　対応

いじめの早期発見・早
期対応に向けた体制づ
くりができたか。

・毎月、生活アンケートを実施
する。
・学校生活が楽しいと回答する
生徒が７０％以上になるように
する。

・毎月、生活アンケートを実施
し、早期発見・早期対応に努め
る。
・生徒指導委員会に教育相談担
当を加え、生徒の相談に迅速に
対応できる体制にする。
・自己肯定感を高める活動を多
く取り入れていく。

Ｂ

・毎月末に生活アンケートを実施し、心
配な回答をした生徒には担任が教育相談
を行うなど、早期対応ができた。
・学校以外でのいじめにも対応できるよ
うに、質問を「今の生活に満足している
か」に改めて実施した。各月を平均する
と、「はい」が61％、「だいたい」が
32％であり、肯定的な回答は９割以上と
なった。
・生徒が自己肯定感や自己有用感をもて
るように、全学級で氏名掲示や一人一役
などの取組を行った。

・引き続き、いじめの早期発見・早期対
応を目指し、毎月の生活アンケートなど
の取組を継続する。
・生徒の変化にいち早く気づくことがで
きるように、職員間の情報交換を密に
し、生徒の教室や部活動での様子を共有
する。

Ｂ

・生徒の変化に早く気づき、生徒の教室
や部活動での動きを職員間で共有する体
制を続けてほしい。
・アンケートで「満足しているか」に対
する回答が「はい」以外の生徒について
は、疑ってかかると早期発見につながる
と考える。
・月１回のアンケートは、先生方のこの
項目について早期に対応し、学校生活を
楽しいものに導きたいという思いが受け
止められる。

教育
活動

○生徒指導
開発的生徒指導の実践
はできたか。

・出番・承認・称賛により自己
肯定感を高める。
・時間、清掃、挨拶を励行させ
る。
・具体的な行動目標の提示す
る。

・きめ細やかな指導を展開する
ことにより、受容的な雰囲気の
中で生徒が充実感をもって生活
ができる環境を醸成する。
・生徒にわかりやすい行動目標
を提示し、できたことへの称賛
を行い、生徒の意欲を喚起す
る。

Ｂ

・挨拶は、教員・先輩だけでなく、来客
に対してもしっかり挨拶をすることがで
きた。しかし、清掃活動は、掃除の仕方
や取り組む姿勢が身についていない生徒
も多くみられる。
・毎月、月ごとの校動目標を提示し、学
年掲示板、各学級に掲示を行った。ま
た、学期の初めには、個人で目標を立て
させた。

・生徒が自主的に前に立ち、行動できる
ように、認め合い活動などを通して、生
徒が生活しやすい環境づくりを行ってい
く。
・継続して、月ごとの行動目標の掲示、
学期の初めに目標を立てることで、目
標・見通しをもった行動をさせる。
・清掃に関しては、学校全体で掃除する
意義、仕方を確認する必要がある。

Ｂ

・清掃活動は、家庭でなかなか体験しな
いので、掃除する大切さなどを指導し、
体験させてほしい。
・清掃活動がまだ不十分である。

教育
活動

○教育相談
教育相談体制はつくれ
たか。

・定期的に教育相談部会を実施
する。
・支援計画や日々の記録を活用
し、支援の必要な生徒への共通
理解を図る。

・スクールカウンセラーを交え
た教育相談部会を実施し、相談
体制を整える。
・日々の記録を月ごとにまと
め、各学年の教育相談担当者で
チェックを行う。

Ｂ

・教育相談部会としては、定期的に実施
することができなかったが、スクールカ
ウンセラーとの連携はできていた。
・支援の必要な生徒にしては支援計画や
日々の記録を活用し、ケース会議を開き
共通理解を図ることができたが、各学年
の教育相談担当者との連携や相談体制と
してはまだまだ不足していることが多
い。

・生徒指導部とも連携し、定期的な教育
相談部会を実施する。
・各学年の教育相談担当者で毎月の日々
の記録を確認するようにする。

Ｂ

・教育相談が定期的に実施できなくて
も、今後ともスクールカウンセラーなど
との連携を強化してほしい。
・相談部会が計画通りに実施できていな
い。相談体制がまだ不足していると自覚
されている。

評価及び意見や提言など

②　生徒指導の充実



教育
活動

●心の教育
道徳授業の充実を図る
ことができたか。

・授業参観日に道徳の授業を実
施し、保護者とともに人権や命
を考える機会をもつ。
・生徒の心を育てるための道徳
授業の展開を工夫する。
・資料の収集と教材研究の充実
を図る。

・ふれあい道徳において、人権
や命を主題とする授業を実践
し、保護者とともに人間として
の生き方を考えさせる。
・教職員が資料や教材を共有で
きるように、使用した資料や教
材を共有サーバーに蓄積する。

Ｂ

・授業参観日に、ふれあい道徳を実施
し、保護者ともに人権や命に関して考え
ることができた。
・各教師間で、道徳の資料や教材の共有
はできたが、学校の共有サーバー等に蓄
積に全教員が共有することができる状態
を作ることができなかった。

・道徳の授業や教材について、教員間で
協議する時間を定期的に確保し、学年・
学級の状況に応じて授業を行っていく必
要がある。
・資料や教材が共有できるように、年度
当初から共有サーバーに入れてもらえる
ように、共通理解を図る必要がある。

Ｂ

・保護者とともに人権や命に関して考え
る時間が大切と思うので、今後も続けて
ほしい。
・資料教材の共有が不十分である。

教育
活動

●心の教育
生徒の人権意識は向上
したか。

・教育活動の全領域を通じて、
基本的人権を尊重する態度を育
てる。
・全職員が人権・同和教育の重要
性を認識し、研修会に参加す
る。

・生徒一人一人への理解と個性
の伸長を念頭におき、教育の
様々な場面で声掛けをはじめ対
応していく。
・人権啓発につながる平和集会
や人権集会などの行事、作文や
標語なども生徒会や各部委員会
など生徒自らが取り組む活動に
なるようにする。
・人を大切に思いやる雰囲気づ
くりのできる授業を行う。

Ａ

・全職員が生徒一人一人の個性を重んじた
授業づくりに努め、様々な場面での声かけ
にも積極的に取り組むことができた。
・人権週間では、朝の放送による人権作文
の朗読や、人権集会での人権作文の発表、
いじめ防止標語の発表を通して、友だちの
考えを聞き、自分の学校生活を見直すな
ど、人権意識を高めることができた。しか
し、生徒会を中心とした、生徒自らが取り
組む活動までには至らなかった。
・全職員が人権・同和教育研修会に参加で
きた。

・人権意識を高めるため、「いじめ防止標
語」の優秀作品の校内掲示は、多くの生徒
の目に触れ、効果的だったので継続する。
・人権啓発となる平和集会や人権集会など
の行事については、臨時に「人権委員会」
などを設置し、自分たちの力で計画・運営
をしていけば、もっと生徒自身の積極的な
活動が期待できると考える。
・全職員が積極的に研修会に参加して、人
権感覚を磨くことは、生徒の個性を理解
し、人を大切にした授業実践につながる。

Ｂ

・朝の放送による作文の朗読やいじめ防止
標語の発表は、積極的に行ってほしい。
・個々の人権意識は高まっているが、生徒
会を中心とする集団での意識が育っていな
い。
・この項目に値するのか確かではないが、
文化発表会のときにふれあい学級の生徒さ
んが「自分で作りました」と丁寧なできあ
がりの鉛筆立てを販売されていました。私
はそれを今も大切に職場で使っています。
先生方が一人一人の生徒の個性を大切にさ
れ、指導されている熱い思いが伝わってき
ました。こんな日々の教育こそが、心の教
育に響いていくのでしょう。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題(左記の理由） 具体的な改善策・向上策

学校
運営

○小中連携教育
小学校との授業交流は
できたか。

・全職員が東脊振小の授業を参
観する。

・小中の小中連携教育担当者が
連絡を密にして、授業がスムー
ズに行えるようにコーディネー
トする。
・教科ごとの打合せの時間を設
定する。

Ａ

・全職員が東脊振小の授業を参観するこ
とができ、東脊振小の児童の実態、学習
環境等を知ることができた。
・美術科では、東脊振小で授業を行うこ
とができた。
・毎月１回、小中連携推進会議を行い、
連携の具体化を検討した。
・小中合同研修会は実施できたが、教科
ごとの連携はできなかった。

・小中ＴＴの授業を増やしていく。
・児童生徒の交流活動を増やしていく。
・教科ごと、校務分掌ごとに、担当者同
士が連携を図ることができるようにす
る。

Ａ

・今後とも小中連携推進会議を続けて具
体化を推進してほしい。
・授業交流が美術科だけであった。他教
科での交流も望まれる。
・小中学校全体、また、全職員で、小中
連携教育の大切さと真剣に取り組んでい
ただいて、成果につながったことを評価
したい。

教育
活動

○学び合う活動
学び合う活動の充実を
図ることができたか。

・小中間で情報交換を行い、共
通理解するための組織作りや手
立てを工夫する。
・発問の仕方や、課題の提示の
仕方を工夫する。
・校内研究や校外の研修を通し
て、学び合う活動のマニュアル
や手引き等を作成し、指導力の
向上を図る。
・生徒の変容や、取組の成果を
客観的に見るための調査を充実
させる。

・小中で相互に授業公開をし
て、学び合う活動のスキルを高
めるように授業研究を充実す
る。
・小中での連絡会をもち、情報
交換や合同の活動を積極的に行
う。
・校内研究の充実を図り、各教
科での取組状況や活動の成果・
反省などの情報を交換する。
・教育センター講座や他校の研
究発表会等に参加する。
・生徒の意識調査を行い、学び
合う活動についての生徒の意見
や意識を調査する。

Ａ

・小中で相互に授業公開を行い、それぞ
れが取り組んでいる学び合う活動の状況
をうかがうことができた。教科や校種は
異なるが、その取り組み方や班編成のあ
り方、ワークシートや発問の工夫などを
知ることができ、授業の改善に役立てる
ことができた。
・各教科から、学び合う活動で身に付け
られる力や、学び合う活動を取り入れた
授業・単元などの提案を行ってもらうこ
とで、他教科の取組状況を知ることがで
き、取組の幅を広げることができた。
・３学期に、生徒に対して、学び合う活
動についての意識調査を行い、生徒の意
見を幅広く集めることができた。

・生徒の意識調査を定期的に行い、取組
の反省をこまめに行う。
・授業公開を今後も継続し、授業の改善
に役立てる。

Ａ

・今後とも学び合う活動を有意義なもの
にするため、生徒と努力してほしい。
・他教科の取組を改善に役立てる姿勢が
うかがえる。
・職場体験や一日ふれあい教室などで、
保育園児と接する場面があり、生徒たち
のどの場面でも趣旨を理解した取組に感
心させられた。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題(左記の理由） 具体的な改善策・向上策

教育
活動

●健康・体つくり
生徒の基礎体力は向上
したか。

・保健体育の授業、部活動、学
校行事や生徒会活動で基礎体力
向上に関する取組を行う。

・日々の体育の授業や部活動に
積極的に参加させ、体力向上の
ためのメニューを行わせる。
・行事や生徒会活動で生徒が積
極的に体力向上を行えるような
取組を行う。

Ａ

・授業、部活動では体力向上にかかわる
活動ができる環境があり、積極的に活動
し、体力向上ができていた。
・生徒会活動では、体力向上に関する活
動を全校でできた。

・運動部に所属していない生徒が他の生
徒に比べどの場面も消極的で、活動量も
少ないように感じたので、全校生徒が参
加する生徒会活動や授業内での活動を
もっと充実させる必要がある。

Ａ
・運動部も文化部も気持ちよく参加する
活動を充実してほしい。
・体力向上については、目に見える。

評価及び意見や提言など

評価及び意見や提言など

③　小中連携教育の推進

④　健康と体力、適切な部活動の推進



教育
活動

○部活動の推進
適切な部活動運営がで
きたか。

・部活動運営計画を実践する。
・部活動終了時刻、下校時刻を
守らせる。

・部活動顧問者会議を開催す
る。
・全職員の共通理解実践できる
指導体制を作る。

Ａ

・部活動運営について、部活動運営計画
に沿って実践することができ、職員の積
極的な活動で体力も向上し、成績も地区
や県の上位に上がった。
・全職員が、部活動終了時刻、下校時刻
を守らせることができた。

・部活動顧問者会議を定期的に開催す
る。
・全職員の共通理解実践できる指導体制
を作り改善し、活動を充実させる。

Ａ

・職員、保護者とも部活動終了時刻、下
校時刻が守られて、事故などの発生がな
いのが良い。
・成績については、一部の生徒のもの
で、全体のものではないと考える。
・地区中体連、県中体連、また、県吹奏
楽コンクールにおいて、すばらしい成績
を残してくれたのは、地区民としても誇
りに思うことで、生徒の日々の努力がう
かがえる。

教育
活動

○安全指導
生徒の安全意識を高め
ることができたか。

・生徒の交通事故ゼロをめざ
す。
・生徒のヘルメット未着用など
の違反ゼロをめざす。

・交通安全教室を実施する。
・避難訓練を２回実施する。

Ｂ

・交通安全教室を実施することができ
た。
・火災・不審者対応の避難訓練を実施
し、生徒及び教員の危機意識が高まっ
た。
・本校生徒で、交差点での自転車の事故
が発生した。

・交通安全教室に加えて、交通事故に対
する注意喚起を日頃から行っていく。
・荷紐で荷物をきちんと結ぶことに加
え、反射タスキの着用の徹底させてい
く。

Ｂ

・交通安全教室をより多く実施、意識を
高めてほしい。
・自転車事故が発生したことで、不十分
と判断すべきである。

教育
活動

○保健指導
熱中症や感染症に対す
る理解を深め、予防す
ることができたか。

・保健体育の授業、部活動、学
活の時間を通して、病気の予防
に努める。

・保健の授業や部活動時に、熱
中症や感染症について意識させ
るようにし、学活の時間には資
料を提供する。

Ｂ

・長期の休み前や、部活動の前に熱中症
や感染症について意識させることができ
た。
・病気の予防には規則正しい生活が重要
だが、就寝時間が遅い生徒が多くみられ
る。

・感染症については、規則正しい生活が
重要であることを学活の時間や保健の授
業でもう一度意識できるように勧めてい
きたい。

Ｂ

・規則正しい生活が重要なので、家庭で
の生活、就寝時間の調査などを強化して
ほしい。
・熱中症、感染症に対して、日ごろから
努力して予防に心がけられている。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

３　本年度のまとめ　・　次年度の取組

・ＩＣＴ利活用、ＴＴ授業、「学び合う活動」を取り入れた授業展開などの取組により、学力が向上してきた教科も出てきた。生徒指導上は、大きな事故、問題行動もなく、生徒たちは落ち着いた学校生
活を送ることができた。小中連携教育については、合同の研修会や相互授業参観などが行え、９年間で地域の子どもを育てるという意識の基礎づくりができた。部活動には、生徒たちは熱心に取り組んで
おり、それぞれの心身の成長を図ることができた。
・学力向上については、教師の授業力の向上を進めるとともに、生徒の家庭学習の仕方について指導し、家庭学習時間が伸びるように家庭への協力を呼びかける。生徒たちは、素直でまじめであるが、や
や自己肯定感に乏しいため、体験活動などを通して、達成感・成就感を感得させたい。小中連携教育については、授業交流や児童生徒の交流を増やすとともに、地域・家庭を巻き込んで、９年間で地域の
子どもを育てていくよう取り組んでいく。


